
年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

1

○○

定期考査
○ ○

○

第９・１０回 進路対策として入試における実践力
を養うため、問題を解かせ、解答開
設を行う。更に、文学史の小テスト
を行い、国語の基礎的な素養を養
う。

14

○ ○ ○

○ ○ ○

14

1

○ 13

1

合計

72

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

入試国語演習

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】入試に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 入試国語演習 2

３
学
期

○

○

（知）文学史、語句の読み、書き、意味、慣用
句、ことわざ、その他国語常識を理解する。
（思）文章を速読し、内容を的確に読み取り、
正確に問題に解答する。
（態）課題と向き合い、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする。

（知）文学史、語句の読み、書き、意味、慣用
句、ことわざ、その他国語常識を理解する。
（思）文章を速読し、内容を的確に読み取り、
正確に問題に解答する。
（態）課題と向き合い、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする。

○

定期考査

２
学
期

第５・６回 進路対策として入試における実践力
を養うため、問題を解かせ、解答開
設を行う。更に、文学史の小テスト
を行い、国語の基礎的な素養を養
う。

○

○

○

○

１
学
期

第１・２回 進路対策として入試における実践力
を養うため、問題を解かせ、解答開
設を行う。更に、文学史の小テスト
を行い、国語の基礎的な素養を養
う。

進路対策として入試における実践力
を養うため、問題を解かせ、解答開
設を行う。更に、文学史の小テスト
を行い、国語の基礎的な素養を養
う。

○

○

○

○ ○

（知）文学史、語句の読み、書き、意味、慣用
句、ことわざ、その他国語常識を理解する。
（思）文章を速読し、内容を的確に読み取り、
正確に問題に解答する。
（態）課題と向き合い、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする。

○

進路対策として入試における実践力
を養うため、問題を解かせ、解答開
設を行う。更に、文学史の小テスト
を行い、国語の基礎的な素養を養
う。

態

入試国語演習国語

領域
評価規準

入試に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

知

（知）文学史、語句の読み、書き、意味、慣用
句、ことわざ、その他国語常識を理解する。
（思）文章を速読し、内容を的確に読み取り、
正確に問題に解答する。
（態）課題と向き合い、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする。

○ ○ ○

鈴木

○

定期考査

第７・８回

14

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造
的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

わかる、とける現代文　解法のテクニック３【三訂版】(啓隆社）,
ロジック現代文　私大過去問題演習　マーク+記述対策編【改訂版】（桐原書店）,
読み・解き・覚える新版日本文学史必携（第一学習社）

国語

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を
高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化
の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う 。

14

第３・４回

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

（知）文学史、語句の読み、書き、意味、慣用
句、ことわざ、その他国語常識を理解する。
（思）文章を速読し、内容を的確に読み取り、
正確に問題に解答する。
（態）課題と向き合い、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

14

第３・４回

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

［知識及び技能］
語句の読み、書き、意味、慣用句、ことわざ、
その他国語常識を理解する。
［思考力・判断力・表現等］
国語常識を理解し、会話や文章の中で適切に使
用できる。
［主体的に学習に取り組む態度］
課題と向き合い、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする。

○ ○○ ○

知

○○ ○

評価規準

［知識及び技能］
語句の読み、書き、意味、慣用句、ことわざ、
その他国語常識を理解する。
［思考力・判断力・表現等］
国語常識を理解し、会話や文章の中で適切に使
用できる。
［主体的に学習に取り組む態度］
課題と向き合い、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする。

第５・６回 語句の読み、書き、意味、慣用句、
ことわざ、その他国語常識を理解
し、会話や文章の中で適切に使用で
きるようにする。

１
学
期

第１・２回 語句の読み、書き、意味、慣用句、
ことわざ、その他国語常識を理解
し、会話や文章の中で適切に使用で
きるようにする。

語句の読み、書き、意味、慣用句、
ことわざ、その他国語常識を理解
し、会話や文章の中で適切に使用で
きるようにする。

○

○

態

３
学
期

○

○○

［知識及び技能］
語句の読み、書き、意味、慣用句、ことわざ、
その他国語常識を理解する。
［思考力・判断力・表現等］
国語常識を理解し、会話や文章の中で適切に使
用できる。
［主体的に学習に取り組む態度］
課題と向き合い、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする。

２
学
期

○ ○ ○

［知識及び技能］
語句の読み、書き、意味、慣用句、ことわざ、
その他国語常識を理解する。
［思考力・判断力・表現等］
国語常識を理解し、会話や文章の中で適切に使
用できる。
［主体的に学習に取り組む態度］
課題と向き合い、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする。

○ ○

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造
的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

啓隆社　「テスト式 国語常識の総演習 四訂版」

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

14

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

国語探究

配当
時数

（1～7組：山内　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 国語探究 2

国語探究国語

領域

○○

○

第７・８回 語句の読み、書き、意味、慣用句、
ことわざ、その他国語常識を理解
し、会話や文章の中で適切に使用で
きるようにする。

14

○ ○

［知識及び技能］
語句の読み、書き、意味、慣用句、ことわざ、
その他国語常識を理解する。
［思考力・判断力・表現等］
国語常識を理解し、会話や文章の中で適切に使
用できる。
［主体的に学習に取り組む態度］
課題と向き合い、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする。

○

○ ○ ○ 14

○ ○ ○ 14

第９・１０回 語句の読み、書き、意味、慣用句、
ことわざ、その他国語常識を理解
し、会話や文章の中で適切に使用で
きるようにする。



年間授業計画様式例

東京都立篠崎高等学校　令和８年度　教科　地理歴史　科目　自由選択　地理探究　年間授業計画

教　　　科： 地理歴史　 科　　　目： 自由選択　地理探究　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年　　

教科担当者：小黒

使用教科書：（帝国書院『新詳地理探究』、帝国書院『新詳高等地図』）

使用教材  ：（とうほう『ニューコンパスノート２０２６』）

指導内容 科目　自由選択 地理Ｂ　の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月

７
月

日本の地形・気候・自然災害 日本の地形と気候を復習し、自然災害の特徴も理解する。

2

環境問題・砂漠化・大気汚染 砂漠化と大気汚染の現状を理解する。

６
月

気候・植生と土壌 植生と土壌の関係を各気候区と関連させて理解する。

2

2

2

環境問題・地球温暖化・森林破壊 地球温暖化と森林破壊の現状を理解する。
地球温暖化と森林破壊の現状
を理解できたか。

砂漠化と大気汚染の現状を理
解できたか。

気候・雨温図・ハイサーグラフ 雨温図・ハイサーグラフを作成し、各気候を理解する。

2雨温図とハイサーグラフを作
成し、各気候の特徴を理解で
きたか。

気候・ケッペンの気候区分 ケッペンの気候区分を復習し、各気候の特徴を理解する。

2

2

４
月

５
月

小地形 大地形に引き続き、どのような要因で地形が形成されていくかを理解する。

大地形

2

地形図・地図記号

2

地形図の種類と地図記号を理解する。

地形の成り立ちを理解する。

地形図と地図記号を理解でき
たか。

地形の成り立ちを理解できた
か。

植生と土壌の関係を理解でき
たか。

日本の自然災害の特徴を理解
できたか。

地形の成り立ちを理解できた
か。

各気候の特徴を理解できた
か。



指導内容 科目　自由選択 地理Ｂ　の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

村落と都市・都市問題 世界の都市問題を理解する。

2

月

資源と産業・貿易 世界の貿易の状況を理解する。

2

世界の人口・人口問題 世界の人口問題を理解する。

2

村落と都市・集落の立地 集落の立地を具体例を通して理解する。

2

世界の貿易の状況を理解でき
たか。

世界の人口問題の現状を理解
できたか。

集落の立地を理解できたか。

世界の都市問題の現状を理解
できたか。

月

資源と産業・鉱産資源・主要鉱産物 世界の鉱産資源と主要鉱産物の現状を理解する。

2

資源と産業・工業の発達・世界の工業地帯 工業の発達と世界の工業地帯の現状を理解する。

2

資源と産業・第3次産業・観光・交通網 第3次産業と観光業を世界の交通網と関連させて理解する。

2

９
月

資源と産業・農林水産業・主要農産物 世界各地の農林水産業の特徴を理解する。

2

資源と産業・食糧問題 食糧問題の現状を理解する。

2

資源と産業・エネルギー資源
世界のエネルギー資源の特徴
を理解できたか。

世界のエネルギー資源の特徴を理解する。

2

世界の衣食住を具体例を通して理解する。

2
世界の衣食住を各地域ごとに
理解できたか。

世界の鉱産物の現状を理解で
きたか。

工業発達の推移と工業地帯の
現状を理解できたか。

第3次産業と観光業を交通網
の発達と関連させて理解でき
たか。

世界の農林水産業の特徴を理
解できたか。

食糧問題の現状を理解できた
か。

１
月

生活文化・食生活と宗教 食生活と宗教の関係を理解する。

2

月

生活文化・世界の衣食住

2

民族と宗教・民族・言語 世界の宗教と民族、言語を理解する。

2

世界の民族・宗教問題の現状
を理解できたか。

現代世界の国家・民族宗教問題 世界の民族問題と宗教問題を理解する。

３
月

２
月

宗教の食生活に関するタブー
を理解できたか。

宗教と民族、言語の関係を理
解できたか。

12

11

10



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者： 松野

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

３
学
期

・１・2学期に学んだことを小論文
にまとめ、進路につなげる。
【知識及び技能】
　複数の文献を活用し小論文にまと
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　歴史的な事項を小論文形式で表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自らの進路と関わりの深いテーマ
の小論文作成によって主体的に歴史
と向き合うことができる。

・指導事項
小論文の作成、発表
・教材
教科書・資料集・一般書籍

１
学
期

【知識及び技能】
小論文の作成や発表をとおして歴史事項を正
しく理解し知識を広げることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
小論文の作成や発表をとおして思考力、判断
力、表現力を身につけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
小論文の作成や発表をとおして積極的かつ主
体的に知識や関心を深めようとする姿勢がみ
られる。

○ ○

・1学期に身につけた知識や表現す
る力を発展させる。
【知識及び技能】
　複数の文献を活用できるようにな
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　文化祭の展示や小論文の手法で表
現する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
フィールドワークや文化祭の展示な
どで知的好奇心や歴史的関心をもっ
て主体的に学ぶことができる。

・指導事項
レポート形式から小論文形式で表
現する能力を身につける・講義だ
けでなく文化祭などでの発表をと
おし歴史的関心を深める・フィー
ルドワークの手法を学ぶ
・教材
教科書・資料集・一般書籍

【知識及び技能】
歴史事項を正しく理解し知識を広げることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文献を活用し小論文形式で表現するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
フィールドワークや文化祭での活動に積極的
に参加し知識や関心を深めようとする姿勢が
みられる。

○ ○ ○ 26

合計

70

○ 20

現代の諸課題について、歴史的事象を踏まえ、より良い社会の実現を視野に主体的に解決しようとしている。

歴史探究

配当
時数

・歴史総合で学習した力を生かし、
自らの進路をふまえ自ら調べ知識を
深めを表現する力を身につける。
【知識及び技能】
　知識を深めるために必要な文献を
探すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自ら調べたことを表現するための
基礎的な手法を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
　知的好奇心をもって主体的に歴史
と向き合うことができる。

・指導事項
研究テーマの設定の仕方・文献の
探し方・レポート作成の基礎知
識・講義をとおし歴史的関心を深
める
・教材
教科書・資料集・一般書籍

【知識及び技能】
歴史事項を正しく理解し知識を広げることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
文献を活用しレポート形式で表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
ゼミ形式の授業に積極的に参加し知識や関心
を深めようとする姿勢がみられる。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】歴史的な転換点の因果について理解しているとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

歴総合での学習をふまえ、歴史的事象を踏まえ、より良い社会の
実現を視野に、そこで見られる課題を主体的に追究、解決しよう
とする態度を養うとともに、多面的・多角的に考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚、及び世界と結びつく国
際人としての自覚などをさらに深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史科 歴史探究

歴史総合での学習をふまえ、現代世界の持つ重要な要素としての
「大衆化社会」、「グローバル化社会」が、さまざまな国際秩序
の変化に基づいて生じていることについて理解を深めるととも
に、諸史料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技術を向上させる。

歴総合での学習をふまえ、歴史的事象の意味や意義、特色や相互
の関連を、地形的関係、社会体制、人間と自然環境との相互関
係、相互依存作用などに着目しつつ活用し、多角的、多面的に考
察したり、現代の諸課題の解決に向けて構想、考察したことを効
果的に説明したり、議論したりする力をのばす。

地理歴史科 歴史探究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

帝国書院『明解歴史総合』

地理歴史科

歴史的事象の意義、及びその特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、現代社会に見られる課題の
解決に向けて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したりそれらを基に議論したりしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

数学Ⅱを中心に、数学ⅠＡⅡＢ＋ベクトルの内
容について復習・学習し、問題演習を通じて受
験を見据えた基礎力の定着を図る。また、事象
を数学的に解釈し、数学的な表現や処理ができ
る技能を身に付ける。

問題演習を通じて事象を数学的に考察し、問題
解決の過程や結果をふり返って発展的に考える
力を養うことで、初見の問題にも対応できるよ
うな数学的思考力を身に付ける。

問題解決に向けて粘り強く柔軟に考え、数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度を育て
る。また、数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度を育てる。

１、数学Ⅰの内容

【知識及び技能】
　数と式，図形と計量，2 次関数及
びデータの分析についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　命題の条件や結論に着目し，数や
式を多面的に見たり目的に応じて適
切に変形したりする力，図形の構成
要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現
する力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を表，式，
グラフを相互に関連付けて考察する
力，社会の事象などから設定した問
題について，データの散らばりや変
量間の関係などに着目し，適切な手
法を選択して分析を行い，問題を解
決したり，解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り組
めるようにする数学のよさを認識し
数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

○指導項目
　　・数と式
　　・集合と命題
　　・２次関数
　　・図形と計量
　　・データの分析

○使用教材
　教科書及び問題集

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
　数と式，図形と計量，2次関数及びデータの
分析についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解している。

【思考・判断・表現】
・命題の条件や結論に着目し，数や式を多
面的に見たり目的に応じて適切に変形し
たりする力を身に付けている。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形
の性質や計量について論理的に考察し表
現する力を身に付けている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現し
てその特徴を表，式，グラフを相互に関
連付けて考察する力を身に付けている。
・社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係な
どに着目し，適切な手法を選択して分析
を行い，問題を解決したり，解決の過程
や結果を批判的に考察し判断したりする
力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○ 17

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

１
学
期

○ 10

態
配当
時数

評価規準 知 思

新編 数学Ⅰ（数研出版）、新編 数学Ⅱ（数研出版）、リンク数学演習Ⅰ・Ａ＋ⅡＢＣ〔ベクトル〕(受験編)（数研出版）

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を育てる。

問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を育てる。

定期考査
○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

２、数学Ａの内容

【知識及び技能】
　図形の性質，場合の数と確率につ
いての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，数学と
人間の活動の関係について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　図形の構成要素間の関係などに着
目し，図形の性質を見いだし，論理
的に考察する力，不確実な事象に着
目し，確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力，数
学と人間の活動との関わりに着目
し，事象に数学の構造を見いだし，
数理的に考察する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を
養う。

○指導項目
　　・場合の数と確率
　　・図形の性質
　　・数学と人間の活動(整数)

○使用教材
　教科書及び問題集

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
・図形の性質，場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解して
いる。
・数学と人間の活動の関係について認識を深
めている。

【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係などに着目し，図
形の性質を見いだし，論理的に考察する力を
身に付けている。
・不確実な事象に着目し，確率の性質などに
基づいて事象の起こりやすさを判断する
力を身に付けている。
・数学と人間の活動との関わりに着目し，事
象に数学の構造を見いだし，数理的に考察す
る力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○

数学受験演習(自由選択)数学
数学 数学受験演習(自由選択) 2

数学受験演習(自由選択)

春田・岸川

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・原則を体系的に理解できるようにする。



○ ○ 20

４、数学Ｂの内容

【知識及び技能】
　数列，統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，数学と社会生活
の関わりについて認識を深め，事象
を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　離散的な変化の規則性に着目し，
事象を数学的に表現し考察する力，
確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断した
り，標本調査の方法や結果を批判的
に考察したりする力，日常の事象や
社会の事象を数学化し，問題を解決
したり，解決の過程や結果果を振り
返って考察したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を
養う。

２
学
期

３、数学Ⅱの内容

【知識及び技能】
　 いろいろな式，図形と方程式，
指数関数・対数関数，三角関数及び
微分・積分の考えについての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに，事象を
数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　数の範囲や式の性質に着目し，等
式や不等式が成り立つことなどにつ
いて論理的に考察する力，座標平面
上の図形について構成要素間の関係
に着目し，方程式を用いて図形を簡
潔・明瞭・的確に表現したり，図形
の性質を論理的に考察したりする
力，関数関係に着目し，事象を的確
に表現してその特徴を数学的に考察
する力，関数の局所的な変化に着目
し，事象を数学的に考察したり，問
題解決の過程や結果を振り返って統
合的・発展的に考察したりする力を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り組
めるようにする数学のよさを認識し
数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

○指導項目
　　・式と証明
　　・図形と方程式
　　・三角関数
　　・指数関数・対数関数
　　・微分法と積分法

○使用教材
　教科書及び問題集

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
　・いろいろな式，図形と方程式，指数関
数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考
えについての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解している。

【思考・判断・表現】
・等式や不等式が成り立つことを論理的に
考察し，証明する力を身に付けている。
・座標平面上の図形について構成要素間の
関係に着目し，それらを方程式を用いて表
現し，図形の性質や位置関係について考察
する力を身に付けている。
・2 つの数量の関係に着目し，日常の事象や
社会の事象などの数学的な特徴を考察す
る力を身に付けている。
・関数に関する様々な性質を考察するとと
もに，そこから新たな性質を導く力を身に
付けている。
・関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に捉えて問題解決したり，解決の過程を振
り返って事象の数学的な特徴や他の事
象との関係を考察したりする力を身に付けて
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとしてい
る。

○

70

合計

1○
定期考査

○

定期考査
○ ○

○ 8

○指導項目
　　・数列
　　・統計的な推測
　
○使用教材
　教科書及び問題集

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
・数列，統計的な推測についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解している。
・数学と社会生活との関わりについて認識
を深めている。

【思考・判断・表現】
・離散的な変化の規則性に着目し，事象を数
学的に表現し考察する力を身に付けてい
る。
・確率分布や標本分布の性質に着目し，母集
団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方
法や結果を批判的に考察したりする力
を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○ 12

1

５、数学Ｃ(ベクトル)の内容

【知識及び技能】
　ベクトルについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解すると
ともに，数学的な表現の工夫につい
て認識を深め，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　大きさと向きをもった量に着目
し，演算法則やその図形的な意味を
考察する力，図形や図形の構造に着
目し，それらの性質を統合・発展的
に考察する力，数学的な表現を用い
て事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判断しようとする
態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を
養う。

○指導項目
　　・ベクトル
　
○使用教材
　教科書及び問題集

○一人１台端末の活用

【知識・技能】
・ベクトルについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解している。
・数学的な表現の工夫について認識を深め
ている。

【思考・判断・表現】
・大きさと向きをもった量に着目し，演算法
則やその図形的な意味を考察する力を身
に付けている。
・図形や図形の構造に着目し，それらの性質
を統合的・発展的に考察する力を身に付けて
いる。
・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・
的確に表現する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組、 3 組、 5 組、 6 組、 7 組

教科担当者：（ 1 組、 3 組、 5 組、 6 組、 7 組 (　森　茂　)

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 数学Ⅰ・Ａの内容を深く理解し、看護医療系大学や専門学校の一般受験に臨めるようにする。

3

Ａ 数と式
【知識及び技能】
  不等式の意味やその基本性質，不
等式の解と不等式を解くことの意味
について理解し，1次不等式を解く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  具体的な数の大小関係をもとにし
て，不等式の基本性質について考察
したり，説明したりすることができ
る。
  連立不等式の解法を理解し、考察
することができる。
  食塩水の濃度のような看護医療系
の一般受験の独特な問題に対応でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
  具体的な数の大小関係をもとにし
て，不等式の基本性質について考察
したり，説明したりしようとしてい
る。

１章 数と式
　３節　１次不等式
　　１ 不等式と１次不等式
　　２ 不等式の応用

【知識・技能】
  不等式の解の意味や不等式の性質について
理解し，1次不等式の解を求めることができ
る。
　
【思考・判断・表現】
  不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を
考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
  不等式の基礎的な性質を振り返って考察を
深めたり、評価を・改善したりしようとして
いる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 数と式
【知識及び技能】
  指数法則や乗法公式といった計算
規則についての理解を深め，適切に
式を変形することができる。
  乗法公式を逆に用いることで因数
分解の公式として利用できることを
理解し，式を正しく因数分解するこ
とができる。
  平方根の計算や無理数の計算など
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
  式を多面的に捉える工夫の中か
ら，目的に応じて適切な方法を判断
することができる。
  式の特徴に応じて，式の一部を1
つの文字に置き換えて考えたり，特
定の文字に着目して整理するなど，
見通しをもって式を因数分解したり
することができる。
  平方根の計算や無理数の計算など
を展開や因数分解の公式や、平方完
成などの式変形などの活用ができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
  式を多面的に捉えて，複数の方法
で式を変形する方法について，それ
ぞれのよさを比較・検討しようとし
ている。
  式を多面的に捉えて，複数の見方
で式を整理して因数分解する方法に
ついて，それぞれの良さを比較・検
討しようとしている。

１章 数と式
　１節　式の計算
　　１ 展開
　　２ 因数分解
　２節　実数
　　１ 実数
　　２ 根号を含む式の計算

【知識・技能】
  2次の乗法公式，因数分解の公式について理
解を深めている。
  数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単
な無理数の四則計算をすることができる。
  不等式の解の意味や不等式の性質について
理解し，1次不等式の解を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
  問題を解決する際に，すでに学んだ計算の
方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目
的に応じて適切に変形したりすることができ
る。
  不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を
考察することができる。
  日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，1次不等式を問題解決に活用することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数と式で学んだことのよさを認識し活用し
たり，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断したりしようとしている。
  数と式で学んだことを活用した問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価･改善
したりしようとしている。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

数と式，図形と計量，2次関数，データの分析，場合の数と
確率，図形の性質及び整数の性質についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に見たり目的
に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関
係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表
現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその
特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社
会の事象などから設定した問題について，データの散らば
りや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分
析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的
に考察し判断したりする力を養う。
さらに、看護医療系の大学・専門学校の一般入試に対応す
る学力を身に付ける。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。さらに、看護
医療の大学・専門学校の一般入試に対応する学力を身に付
けようとする態度を養う。

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学科したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し、総合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の

（　　数研出版　新編数学Ⅰ　　）

数学
数学 自選　看護医療系数学 2

自選　看護医療系数学

自選　看護医療系数学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



1

定期考査
○ ○ 1

10

５章 場合の数と確率
　１節 集合と場合の数
　　１ 数え上げの原則と集合の要
素の個数
　　２ 順列
　　３ 組合せ

　２節　確率とその基本性質
　　１ 事象と確率
　　２ 確率の基本性質
　３節　いろいろな確率
　　１ 独立な試行の確率
　　２ 反復試行の確率
　　３ 条件付き確率

定期考査
○ ○

1

２
学
期

３章　図形と計量
【知識及び技能】
  正接，正弦，余弦の意味を理解
し，それらを用いて三角形の辺の長
さを求めることができる。
  正弦定理や余弦定理を用いて，外
接円の半径を求めたり，既知の辺や
角から残りの辺や角の大きさを求め
たりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  図形の構成要素間の関係に着目
し，日常の事象を三角比を利用して
その問題を解決することができる。
  三角比を用いて三角形の構成要素
間の関係を考察したり，それらの関
係が一般の三角形においても成り立
つことを説明したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
  三平方の定理や正接の定義を利用
して，三角比の間に成り立つ関係を
考えようとしている。
  点の座標を用いて鋭角の三角比を
表現したり，それをもとにして鈍角
の三角比の定義について考えたりし
ようとしている。
  三角比を用いて三角形の面積公式

３章　図形と計量
　１節　鋭角の三角比
　　１ 直角三角形と三角比
　　２ 三角比の相互関係
　２節　三角比の拡張
　　１ 三角比と座標
　　２ 三角比の性質
　３節　三角比への応用
　　１ 正弦定理・余弦定理・面積
の公式
　　２ 空間図形の計量

【知識・技能】
  鋭角の三角比の意味と相互関係について理
解している。
  正弦定理や余弦定理について三角形の決定
条件や三平方の定理と関連付けて理解し，三
角形の辺の長さや角の大きさなどを求めるこ
とができる。
  三角比を鈍角まで拡張する意義と，鋭角の
三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求め
る方法を理解している。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係を三角比を用いて
表現するとともに，定理や公式として導くこ
とができる。
  図形の構成要素間の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題
を解決したり，解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関係を考察し
たりすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
  図形と計量で学んだことのよさを認識し活
用したり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとしている。
  図形と計量で学んだことを活用した問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり，評価･
改善したりしようとしている。

8

【知識及び技能】
  集合の要素の個数に関する基本的
な関係や和の法則，積の法則などの
数え上げの原則について理解してい
る。
  具体的な事象を基に順列及び組合
せの意味を理解し，順列の総数や組
合せの総数を求めることができる。
  確率の意味や基本的な法則につい
ての理解を深め，それらを用いて事
象の確率や期待値を求めることがで
きる。
  独立な試行の意味を理解し，独立
な試行の確率を求めることができ
る。
  条件付き確率の意味を理解し，簡
単な場合について条件付き確率を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  事象の構造などに着目し，場合の
数を求める方法を多面的に考察する
ことができる。
  確率の性質や法則に着目し，確率
を求める方法を多面的に考察するこ
とができる。
  確率の性質などに基づいて事象の
起こりやすさを判断したり，期待値
を意思決定に活用したりすることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
  場合の数と確率で学んだことのよ
さを認識し活用したり，粘り強く考
え数学的論拠に基づいて判断したり
しようとしている。
  場合の数と確率で学んだことを活
用した問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価･改善したり
しようとしている。

定期考査
○ ○

D ２次関数
【知識及び技能】
  ２次関数のグラフの基礎的な項目
を理解する。不等式の意味やその基
本性質，不等式の解と不等式を解く
ことの意味について理解し，1次不
等式を解くことができる。
  関数の定義域・値域の意味を理解
し，2次関数のグラフを用いて最大
値，最小値を求めることができる。
  2次不等式の解と2次関数のグラフ
の関係について理解し，2次関数の
グラフを用いて2次不等式の解を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  2つの2次関数のグラフの位置関係
について考察することができる。
  2次関数のグラフを利用して，定
義域に応じた値域，最大・最小を論
理的に考察したり，具体的な問題の
解決に活用したりすることができ
る。
  2次不等式を利用して具体的な問
題について解決することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
  2つの2次関数のグラフの位置関係
について考えようとしている。
  2次関数のグラフを利用して，定
義域に応じた値域，最大・最小を考
えようとしている。

2次関数のグラフとx軸の共有点の位
置関係を活用して2次不等式の解を

２章　２次関数
　１節　２次関数とそのグラフ
　　３ ２次関数の決定
　２節　２次方程式と２次不等式
　　４ ２次関数のグラフとx軸の
共有点
　　５ ２次関数のグラフとx軸の
共有点の個数

【知識・技能】
  2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係
について理解している。
【思考・判断・表現】
  2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社
会の事象などを数学的に捉え，問題を解決し
たり，解決の過程を振り返って事象の数学的
な特徴や他の事象との関係を考察したりする
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  2次関数で学んだことを活用した問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価･改善
したりしようとしている。

○ ○ ○ 5



44

4

合計

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

４章　図形と計量
【知識及び技能】
  三角形の内角の二等分線と比，
外角の二等分線と比などについて理
解し，それらを用いて線分の長さを
求めることができる。
  三角形の外心・内心・重心の性
質を利用して，角の大きさや線分の
長さを求めることができる。
  メネラウスの定理，チェバの定
理を利用していろいろな辺の長さや
比を求めることができる。
  方べきの定理を利用して線分の
長さを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  三角形の外心・内心・重心の存
在とその証明について，様々な性質
を利用しながら考察することができ
る。
  円に内接する四角形の定理，接
線と弦のつくる角の定理それぞれの
証明について，円周角の定理を利用
して考察することができる。
  方べきの定理の証明について，
三角形の相似を利用して考察するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  三角形の外心・内心・重心の存
在とその証明について，様々な性質
を利用しながら考えようとしてい
る。
  方べきの定理の証明について，

６章　図形の性質
　１節　三角形と比
　　１ 三角形と比
　　２ 三角形の外心・内心・重心
　２節　円の性質
　　１ 円の性質
　　２ 方べきの定理

【知識・技能】
  三角形に関する基本的な性質について理解
している。
  円に関する基本的な性質について理解して
いる。
  空間図形に関する基本的な性質について理
解している。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係や既に学んだ図形
の性質に着目し，図形の新たな性質を見いだ
し，その性質について論理的に考察したり説
明したりすることができる。
  コンピュータなどの情報機器を用いて図形
を表すなどして，図形の性質や作図について
統合的・発展的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  図形の性質で学んだことのよさを認識し活
用したり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとしている。
  図形の性質で学んだことを活用した問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり，評価･
改善したりしようとしている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度 教科 数学  科目数学Ⅰ（自選　数学Ⅰ・A基礎）
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者： （　１～７組：石井　　）

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

数学Ⅰ　２章　集合と論証
【知識及び技能】
  集合に関する基本的な概念や記号の意味を理解し，適切
に用いることができる。
  命題と条件，必要条件，十分条件，必要十分条件の用語
の定義を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
  具体的な集合の例をもとにして，集合同士の共通部分や
和集合の概念について考察することができる。
  条件や命題の真偽について，それらを集合の包含関係と
関連付け，図表示による表現を用いて考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
  具体的な集合の例をもとにして，集合同士の共通部分や
和集合の概念について考えようとしている。
  条件や命題の真偽について，それらを集合の包含関係と
関連付け，図表示による表現を用いて考えようとしてい
る。

数学A　１章 場合の数と確率，２章 図形の性質

・指導事項
数学Ⅰ　第２章　集合と命題
　　　　１０．集合
　　　　１１．命題と条件
　　　　１２．必要条件と十分条件
　　　　１３．条件の否定
　　　　１４．命題とその逆・対偶・裏，
　　　　　　　　　　　　　　命題と証明

数学A　第１章　場合の数と確率
　　　　９．条件付き確率
　　　　10．期待値
　　　   第２章　図形の性質
　　　　11．中学校で学んだ
　　　　　　　　平面図形
　　　　12．三角形の辺の比
　　　　13．三角形の外心・
　　　　　　　内心・重心
 ・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  集合と命題に関する基本的な概念を理解している。
【思考・判断・表現】
  集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  集合と論証で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。
  集合と論証で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

数学A
【知識・技能】
・条件付き確率を求めることができる。
  三角形に関する基本的な性質について理解している。
【思考・判断・表現】
・確率の性質などを利用して期待値について考察することが

○ ○ ○

7

配当
時数

１
学
期

数学Ⅰ　１章 数と式
【知識及び技能】
  指数法則や乗法公式といった計算規則についての理解を
深め，適切に式を変形することができる。
  乗法公式を逆に用いることで因数分解の公式として利用
できることを理解し，式を正しく因数分解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
  式を多面的に捉える工夫の中から，目的に応じて適切な
方法を判断することができる。
  式の特徴に応じて，式の一部を1つの文字に置き換えて
考えたり，特定の文字に着目して整理するなど，見通しを
もって式を因数分解したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  式を多面的に捉えて，複数の方法で式を変形する方法や
整理して因数分解する方法について，それぞれのよさを比
較・検討しようとしている。

数学A　１章 場合の数と確率
【知識及び技能】
  集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積
の法則などの数え上げの原則について理解している。
  具体的な事象を基に順列の意味を理解し，順列の総数を
求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面
的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  場合の数で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。
  場合の数で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

・指導事項
数学Ⅰ　第１章　数と式
　　　　１．多項式の加法・減法・乗法
　　　　２．展開の公式
　　　　３．因数分解(１)
　　　　４．因数分解(２)

数学A　準備 集合
　　　  第１章　場合の数と確率
　　　　１．集合の要素の個数
　　　　２．場合の数
　　　　３．順列
　　　　４．円順列
・教材
    新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  2次の乗法公式，因数分解の公式について理解を深めてい
る。
  数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則
計算をすることができる。
【思考・判断・表現】
  問題を解決する際に，すでに学んだ計算の方法と関連付け
て，式を多面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数と式で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り強く
考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。

数学A
【知識・技能】
  和集合・補集合の要素の個数，和の法則や積の法則を利用
した場合の数を求めることができる。
  順列の総数nPrや階乗の値や条件のある並び方の総数など
を計算することができる。
  円順列や重複順列について理解し，それらの総数を計算す
ることができる。
【思考・判断・表現】
  集合の要素の個数を図や補集合を用いて考察したり，和の
法則や積の法則を利用して場合の数を計算したりすることが
できる。
  円順列及び重複順列について図をかくなどしながら，原理
を理解して立式し，場合の数の求め方を考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
  集合の要素の個数を図や補集合を用いて考えたり，積の法
則による場合の数の計算方法を考えたりしようとしている。
  円順列及び重複順列について図をかくなどしながら，立式
して場合の数の求め方を考えようとしている。

○ ○ ○ 6

数学Ⅰ　１章 1章　数と式
【知識及び技能】
  不等式の意味やその基本性質，不等式の解と不等式を解
くことの意味について理解し，1次不等式を解くことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
  具体的な数の大小関係をもとにして,説明したりするこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  具体的な数の大小関係をもとにして，不等式の基本性質
について考察したりすることができる。

数学A　１章 場合の数と確率
【知識及び技能】
  具体的な事象を基に組合せの意味を理解し，組合せの総
数を求めることができる。
  確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それ
らを用いて事象の確率を求めることができる。
  独立な試行の意味を理解し，独立な試行の確率を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的
に考察することができる。
  確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  確率で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り強く
考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。
  確率で学んだことを活用した問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価･改善したりしようとしている。

・指導事項
数学Ⅰ　第１章　数と式
　　　　５．実数
　　　　６．根号を含む式の計算
　　　　７．不等式の性質
　　　　８．１次不等式
　　　　９．絶対値を含む方程式・不等式
 
数学A　第１章　場合の数と確率
　　　　５．組合せ
　　　　６．事象と確率
　　　　７．確率の基本性質
　　　　８．独立な試行と確率
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，1次不
等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
  不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を考察すること
ができる。
  日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，1次不等式
を問題解決に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数と式で学んだことを活用した問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価･改善したりしようとしている。

数学A
【知識・技能】
・順列や組み合わせを利用して，確率を求めることができ
る。
・加法定理や余事象・和事象の考え方を利用して，確率を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
・確率の基本性質について考察することができる。
・独立な試行の確立の考え方を利用して，反復試行の確立を
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  同様に確からしい根元事象と関連付けながら事象の確率の
考え方を説明しようとしている。
  余事象を用いて確率を求めることのよさに気づき，余事象
を積極的に活用しようとしている。

○ ○ ○

6

数学Ⅰ　数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。
数学A　図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学Ⅰ　命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に見たり目的に応じて適切に
変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について
論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を
表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題
について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して
分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりす
る力を養う。
数学A　図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考
察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさ
を判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだ
し，数理的に考察する力を養う。

数学Ⅰ　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。
数学A　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠
に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学 数学Ⅰ（自選　数学Ⅰ・A基礎） 2

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し、総合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

 科目数学Ⅰ（自選　数学Ⅰ・A基礎）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（　数研出版　改訂版　新高校の数学Ⅰ対応ポイントノート数学Ⅰ、改訂版　新高校の数学A対応ポイントノート数学A）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学科したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする。

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



○ 1

1
定期考査 ○ ○

○ 8

数学Ⅰ　４章　図形と計量
【知識及び技能】
  正接，正弦，余弦の意味を理解し，それらを用いて三角
形の辺の長さを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象を三角比
を利用してその問題を解決することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  三平方の定理や正接の定義を利用して，三角比の間に成
り立つ関係を考えようとしている。
  点の座標を用いて鋭角の三角比を表現したり，それをも
とにして鈍角の三角比の定義について考えたりしようとし
ている。

数学A　２章 図形の性質
【知識及び技能】
  方べきの定理を利用して線分の長さを求めることができ
る。
  2つの円の位置関係から補助線を引くことによって，線
分の長さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
  方べきの定理の証明について，三角形の相似を利用して
考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  方べきの定理の証明について，三角形の相似を利用して
考えようとしている。

・指導事項
数学Ⅰ　第４章　図形と計量
　　　　２２．三角比
　　　　２３．三角比の相互関係
　　　　２４．三角比の拡張

数学A　第２章　図形の性質
　　　　19．方べきの定理
　　　　20．2つの円
　　　　21．作図
　　　　22．直線と平面
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  鋭角の三角比の意味と相互関係について理解している。
  三角比を鈍角まで拡張する意義と，鋭角の三角比の値を用
いて鈍角の三角比の値を求める方法を理解している。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するととも
に，定理や公式として導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  図形と計量で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。

数学A
【知識・技能】
  円に関する基本的な性質について理解している。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係や既に学んだ図形の性質に着目
し，図形の新たな性質を見いだし，その性質について論理的
に考察したり説明したりすることができる。
  コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなどし
て，図形の性質や作図について統合的・発展的に考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  図形の性質で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。
  図形の性質で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい

○ ○

２
学
期

数学Ⅰ　３章　２次関数
【知識及び技能】
  2次関数を決定するための条件について基礎的な知識を
身に付け，グラフに関する条件から2次関数を決定するこ
とができる。
  判別式を用いて，2次方程式の解の個数を調べることが
できる。
  2次不等式の解と2次関数のグラフの関係について理解
し，2次関数のグラフを用いて2次不等式の解を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  2 次関数のグラフとx 軸の共有点について，2次方程式
の実数解と関連させて考察することができる
  2次方程式の実数解の個数に対する判別式の意義や有用
性について考察することができる。
  2次不等式を利用して具体的な問題について解決するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  2 次関数のグラフとx 軸の共有点を，2 次方程式の実数
解と関連づけて考えようとしている。
  判別式を活用して2次方程式の実数解の個数の分析を考
えようとしている。
2次関数のグラフとx軸の共有点の位置関係を活用して2次
不等式の解を考えようとしている。

数学A　２章 図形の性質
【知識及び技能】
  円周角の性質について理解している。
【思考・判断・表現】
  円に内接する四角形の定理，接線と弦のつくる角の定理
それぞれの証明について，円周角の定理を利用して考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・円周角の定理を利用して，円に内接する四角形について
考えようとしている。

・指導事項
数学Ⅰ　第３章　２次関数
        １８．２次関数の決定
　　　　１９．２次方程式
　　　　２０．２次関数のグラフと
　　　　　　　　　　　　ｘ軸の位置関係
　　　　２１．２次不等式

数学A　第２章　場合の数と確率
　　　　16．円周角
　　　　17．円に内接する四角形
　　　　18．円と直線
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係について理解し
ている。
・ 2次関数のグラフを用いて2次不等式の解を求めることが
できる。
【思考・判断・表現】
  2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返っ
て事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりする
ことができる。
  2次不等式を利用して具体的な問題について解決すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  2次関数で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。
・ 2次関数のグラフとx軸の共有点の位置関係を活用して2次
不等式の解を考えようとしている。

数学A
【知識・技能】
  円に関する基本的な性質について理解している。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係や既に学んだ図形の性質に着目
し，図形の新たな性質を見いだし，その性質について論理的
に考察したり説明したりすることができる。
  コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなどし
て，図形の性質や作図について統合的・発展的に考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  図形の性質で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。
  図形の性質で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

○

数学Ⅰ　４章　図形と計量
【知識及び技能】
  正弦定理や余弦定理を用いて，外接円の半径を求めた
り，既知の辺や角から残りの辺や角の大きさを求めたりす
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  三角比を用いて三角形の構成要素間の関係を考察した
り，それらの関係が一般の三角形においても成り立つこと

・指導事項
数学Ⅰ　第４章　図形と計量
　　　　２５．正弦定理・余弦定理
　　　　２６．三角形の面積
　　　　２７．空間図形への応用

数学A　第２章　図形の性質
　　　　23．空間図形と多面体

数学Ⅰ
【知識・技能】
  正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の
定理と関連付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさな
どを求めることができる。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事
象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振

定期考査 ○

数学A　１章 場合の数と確率，２章 図形の性質
【知識及び技能】
  条件付き確率の意味と確率の乗法定理を理解し，条件付
き確率を求めることができる。
  期待値について理解し，期待値を求めたり，期待値を利
用して確率を求めたりすることができる。
  三角形の内角の二等分線と比，外角の二等分線と比など
について理解し，それらを用いて線分の長さを求めること
ができる。また，数直線上の内分点，外分点の座標を求め
ることができる。
  三角形の外心・内心・重心の性質を利用して，角の大き
さや線分の長さを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  これまで求めてきた確率と条件付き確率の違いを説明す
ることができる。
  三角形の外心・内心・重心の存在とその証明について，
様々な性質を利用しながら考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  期待値を具体的な問題の意思決定に利用しようとしてい
る。
  三角形の外心・内心・重心の存在とその証明について，
様々な性質を利用しながら考察することができる。

・一人１台端末の活用　等 できる。
  図形の構成要素間の関係や既に学んだ図形の性質に着目
し，図形の新たな性質を見いだし，その性質について論理的
に考察したり説明したりすることができる。
  コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなどし
て，図形の性質や作図について統合的・発展的に考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・条件付き確率の求め方を考えようとしている。
  図形の性質で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。
  図形の性質で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○

○ 7

○

6

数学Ⅰ　３章　２次関数
【知識及び技能】
  2次関数の意味や関数の値の表し方，及び2次関数の値の
変化やグラフの特徴について理解し，2次関数の式を平方
完成するなどして，グラフをかくことができる。
  関数の定義域・値域の意味を理解し，1次関数や2次関数
のグラフを用いて最大値，最小値を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  2つの2次関数のグラフの位置関係について考察すること
ができる。
  2次関数のグラフを利用して，定義域に応じた値域，最
大・最小を論理的に考察したり，具体的な問題の解決に活
用したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  2つの2次関数のグラフの位置関係について考えようとし
ている。
  2次関数のグラフを利用して，定義域に応じた値域，最
大・最小を考えようとしている。

数学A　２章 図形の性質
【知識及び技能】
  チェバの定理，メネラウスの定理を利用していろいろな
辺の長さや比を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  三角形の外心・内心・重心の存在とその証明について，
様々な性質を利用しながら考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  三角形の外心・内心・重心の存在とその証明について，
様々な性質を利用しながら考えようとしている。

・指導事項
数学Ⅰ　第３章　２次関数
　　　　１５．関数とグラフ
　　　　１６．２次関数のグラフ
　　　　１７．２次関数の最大・最小

数学A　第２章　図形の性質
　　　　14．チェバの定理・
　　　　　　メネラウスの定理
　　　　15．三角形の辺と角
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  2次関数の値の変化やグラフの特徴について理解してい
る。
  2次関数の最大値や最小値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
  2次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータな
どの情報機器を用いてグラフをかくなどして多面的に考察す
ることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
  2次関数で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。

数学A
【知識・技能】
  三角形に関する基本的な性質について理解している。
【思考・判断・表現】
  図形の構成要素間の関係や既に学んだ図形の性質に着目
し，図形の新たな性質を見いだし，その性質について論理的
に考察したり説明したりすることができる。
  コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなどし
て，図形の性質や作図について統合的・発展的に考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  図形の性質で学んだことのよさを認識し活用したり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。
  図形の性質で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○ 7



３
学
期

70

合計

1定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

9○

数学Ⅰ　５章　データの分析
【知識及び技能】
  具体的な事象において仮説検定の考え方を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
  不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性に
ついて，実験などを通して判断したり，批判的に考察した
りすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  不確実な事象の起こりやすさに着目し，首長の妥当性に
ついて，実験などを通して判断したり，批判的に考察した
りしようとしている。

数学A　３章 数学と人間の活動
【知識及び技能】
  n進法の特徴を理解している。
【思考・判断・表現】
・ 数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展
させ考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数学と人間の活動で学んだことのよさを認識し活用した
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。
  数学と人間の活動で学んだことを活用した問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，評価･改善したりしよう
としている。

・指導事項
数学Ⅰ　第５章　データの分析
　　　　３２．２つの変量の間の関係
　　　　３３．仮説検定の考え方

数学A　第３章　数学と人間の活動
　　　　30．n進法
　　　　31．座標の考え方
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  具体的な事象において仮説検定の考え方を理解している。
【思考・判断・表現】
  不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性につ
いて，実験などを通して判断したり，批判的に考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  データの分析で学んだことを活用した問題解決の過程を振
り返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

数学A
【知識・技能】
  数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わりにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
  数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展させ
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数学と人間の活動で学んだことのよさを認識し活用した
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようと
している。
  数学と人間の活動で学んだことを活用した問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとし
ている。

○ ○

○ ○ 8

数学Ⅰ　５章　データの分析
【知識及び技能】
  偏差，分散，標準偏差の定義とその意味や特徴を理解
し，データをもとにそれらを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
  偏差の総和を用いてデータの散らばりの大きさを表す方
法の短所を見出し，分散の定義について考察したり，標準
偏差を用いることの意義について説明したりすることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
  偏差の総和を用いてデータの散らばりの大きさを表す方
法の短所を見出したり，分散の定義や標準偏差を用いる意
義について考察したりしようとしている。

数学A　３章 数学と人間の活動
【知識及び技能】
・整数の割り算について理解することができる。
【思考・判断・表現】
・整数に割り算からユークリッドの互除法について考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数学と人間の活動で学んだことのよさを認識し活用した
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。
  数学と人間の活動で学んだことを活用した問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，評価･改善したりしよう
としている。

・指導事項
数学Ⅰ　第５章　データの分析
　　　　２８．データの整理
　　　　２９．データの代表値
　　　　３０．データの散らばりと
　　　　　　　　　　　　　　　四分位数
　　　　３１．分散と標準偏差

数学A　第３章　数学と人間の活動
　　　　27．整数の割り算
　　　　28．ユークリッドの互除法
　　　　29．1次不定方程式
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

数学Ⅰ
【知識・技能】
  分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方
を理解している。
  コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを
表やグラフに整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統
計量を求めたりすることができる。
【思考・判断・表現】
  データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考察する
ことができる。
  目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な統計量
やグラフ，手法などを選択して分析を行い，データの傾向を
把握して事象の特徴を表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  データの分析で学んだことのよさを認識し活用したり，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしてい
る。

数学A
【知識・技能】
  数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わりにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
  数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展させ
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数学と人間の活動で学んだことのよさを認識し活用した
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようと
している。
  数学と人間の活動で学んだことを活用した問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとし
ている。

○ ○ ○ 7

り，それらの関係が一般の三角形においても成り立つこと
を説明したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  三角比を用いて三角形の面積公式を導こうとしている。

数学A　２章 図形の性質，３章 数学と人間の活動
【知識及び技能】
  空間における2直線・2平面のなす角を求めることができ
る。
・約数と倍数を求めることができる。
・素数，素因数分解の求め方について理解することができ
る。
【思考・判断・表現】
  空間における直線と平面の位置関係が垂直になる場合に
ついて，平面上に含まれる直線に着目して考察したり，説
明したりすることができる。
・約数や倍数，素数，素因数分解の知識を利用して最大公
約数・最小公倍数について考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
  空間における直線と平面の位置関係が垂直になる場合に
ついて，平面上に含まれる直線に着目して説明しようとし
ている。

　　　　23．空間図形と多面体
　　　  第３章　数学と人間の活動
　　　　24．約数と倍数
　　　　25．素数と素因数分解
　　　　26．最大公約数・
　　　　　　　最小公倍数
・教材
     新課程基本と演習テーマ
・一人１台端末の活用　等

象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振
り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察した
りすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  図形と計量で学んだことを活用した問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとしてい
る。

数学A
【知識・技能】
  数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わりにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
  数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展させ
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
  数学と人間の活動で学んだことのよさを認識し活用した
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようと
している。
  数学と人間の活動で学んだことを活用した問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価･改善したりしようとし
ている。

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1定期考査 ○ ○

合計

175

○ ○ ○ 18

26

定期考査 ○

定期考査 ○ ○ 1

○ 29

○ 41

○ ○ 32

配当
時数

自然の事物、現象についての基本的な概念や法則を身に付ける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

学習に向かう努力ができる。
実験やグループワーク等において協働的な行動をとる
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

計算ができる。
自然の事物、現象についての基本的な概念や法則を
知っている。
実験器具を安全に使用することができる。

問題について仮説を立てることができる。
問題について数式をつくることができる。
法則を数学を使って表すことができる。

○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

３
学
期

　電磁誘導を考えることができる。自己
誘導と相互誘導を理解できる。コイルが
蓄えるエネルギーを計算できる。交流発
電の仕組みを理解できる。交流での抵
抗、コンデンサー、コイルの役割を理解
できる。RLC直列回路と電気振動を理解
できる。

交流
１：交流の発生
２：自己誘導と相互誘導
３：交流回路

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○

２
学
期

 波を三角関数で表現できることを知
る。音波の性質を知る。固有振動数や
ドップラー効果について振動数を求めら
れる。光の性質を知る。ヤングの干渉、
回折格子、薄膜の干渉、くさびの干渉な
どを考えることができる。凸凹レンズの
作図ができる。凸レンズの公式を図で理
解できる。
　静電誘導と誘電分極を説明できる。点
電荷がつくる電界と電位、電界から受け
る力を理解できる。電流を説明できる。
オームの法則が抵抗で成立すること、回
路でキルヒホッフの法則を理解できる。
コンデンサーが電荷を蓄える仕組みを理
解できる。コンデンサーのエネルギーを
計算できる。回路でコンデンサーの電荷
保存の法則を理解できる。

波の伝わり方
1：波
音の伝わり方
光
電場と電流
１：静電気
２：動電気
３：直流回路

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○

定期考査 ○ ○

　光電効果を理解できる。ミリカンの油
滴実験を理解できる。X線の発生の仕組
みが理解できる。X線の干渉が理解でき
る。水素原子の電子のエネルギー準位を
力学的に考えられる。

原子
１：光の二重性
２：物質波
３：原子構造とエネルギー準位

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

　磁界を電界の考え方で理解できる。直
線電流、円電流とソレノイドコイルがつ
くる磁界を計算できる。ローレンツ力を
理解できる。磁界中の電荷の運動を考え
ることができる。電磁誘導を考えること
ができる。

電流と磁場
１：磁場
２：ローレンツ力
３：電磁誘導

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○

1

１
学
期

　ベクトルの表現を読み取れる。等速直
線運動から等加速度直線運動の公式を導
ける。放物運動が等速直線運動と等加速
度直線運動に分けて考えられる。モーメ
ントが回転を表す物理量であることを知
る。剛体の静止条件を知る。
　力積を理解できる。一直線上とそれ以
外の運動量保存を理解できる。物体の跳
ね返りを反発係数を用いて考えられる。
衝突問題などで成立する保存則を理解で
きる。
物体が円運動するための条件を理解でき
る。

平面内の運動
１：力と運動
２：剛体
運動量の保存
１：運動量と力積
２：運動量保存
３：反発係数
円運動と万有引力
１：等速円運動
２：慣性力

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。 ○ ○ ○ 24

1

　単振動を円運動の考え方をつかって考
えられる。円運動、単振動を数式を使っ
て考えることができる。ケプラーの法則
を理解できる。万有引力による位置エネ
ルギーを理解できる。
　ボイルシャルルの法則と気体状態方程
式を理解できる。気体分子運動論を理解
できる。
　熱力学第一法則をエネルギーの収支で
理解できる。熱力学第一法則を用いて、
定圧、定積、等温、断熱変化を考えられ
る。熱機関の問題を考えられる。

○

円運動と単振動、万有引力
３：単振動
４：万有引力
熱と気体
１：気体のエネルギーと状態変化

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。 ○ ○

○

定期考査

理科 物理

（　開　　　） （　組：　　　　）

理科 物理 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数研出版

理科

簡単な自然の現象に対して仮説を立てることができる。

グループワークや実験において積極的に取り組むことができる。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者： 川守田

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物、現象についての基本的な概念や法則を身に付ける。

実験やグループワーク等において、他者に
配慮しながら行動することができる。また、
他者の意見を取り入れながら、自分の考えを
熟成させることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学
理科 化学 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物、現象についての基本的な概念
法則を身に付ける。また、実験においては
器具を安全に使用することができる。

自然の事物、現象から疑問を見出し、その
疑問に対して仮説をすることができる。
また、周囲と疑問点に関して議論を
行うことができる。

新編　化学（数研出版）

理科

自然の事物、現象から疑問を見いだすことができ、その疑問に対して仮説を立てることができる。

グループワークや実験において自分の意見を発表する等、周囲に対して配慮しながらコミュニケーションをとることができる。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

選択者

配当
時数

１
学
期

物質の状態と平衡
・状態変化
・固体の構造
・気体の性質
・溶液

・三態変化の原因が分子間力であ
ることを理解し，そのときの熱の
出入りについても把握する。ま
た，気液平衡の概念を理解し，蒸
気圧，蒸発と沸騰の違い，沸点に
ついても学ぶ。
・状態変化には必ず熱の出入りが
あることを理解する。また，それ
に伴う熱量は物質や相互の状態に
よって異なることを学ぶ。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。 〇 〇 〇 10

物質の変化と平衡
・化学反応と熱・光エネルギー
・電池と電気分解
・反応の速さとしくみ
・化学平衡

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

無機物質
・周期表
・非金属元素
・金属元素

○

定期考査
○

○ ○ ○ 11

9

1

有機化合物
・有機化合物の特徴と分類

金属が水溶液中でイオンとなるこ
とは，酸化還元反応の一つであ
り，イオンになるなりやすさ，つ
まり金属のイオン化傾向は，金属
の種類によって異なることを理解
する。
また，金属のイオン化傾向が異な
ると，金属単体の性質が大きく異
なることを理解し，金属の化学的
性質と密接に関係していることを
学ぶ。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○

定期考査
○ ○

・化学反応の種類と反応熱および
状態変化に伴う熱などの種類と定
義を学び，これらを熱化学方程式
で表すことができること，また，
ヘスの法則を用いると未知の熱量
を計算で求められることを学ぶ。
あわせて共有結合の結合エネル
ギーについても学ぶ。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○ ○

○

20



合計

168

定期考査
○

1

1

定期考査
○ ○ 1

〇 40

〇 41

高分子化合物
・高分子化合物
・天然高分子化合物
・合成高分子化合物

有機化合物全般について、分類と
構造を学び、高分子化合物が生成
する反応である重合反応を理解す
る。また、高分子化合物の性質で
ある軟化点、熱可塑性・熱硬化性
についても学ぶ。
合成高分子化合物には合成繊維と
合成樹脂などがあるが、それぞれ
の材料の組成や構造がその特性と
どのように関連しているのかを理
解し、化学的な理解を深める。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

〇 〇 〇 32

３
学
期

化学基礎・化学の総まとめ 共通テスト問題や大学入試問題な
どの様々な問題演習に取り組む。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

〇 〇

２
学
期

有機化合物

・脂肪族炭化水素
・酸素を含む脂肪族化合物
・芳香族化合物

有機化合物全般について、分類と
構造を学び、高分子化合物が生成
する反応である重合反応を理解す
る。また、高分子化合物の性質で
ある軟化点、熱可塑性・熱硬化性
についても学ぶ。
合成高分子化合物には合成繊維と
合成樹脂などがあるが、それぞれ
の材料の組成や構造がその特性と
どのように関連しているのかを理
解し、化学的な理解を深める。

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

〇 〇

○

定期考査
○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1定期考査 ○ ○

合計

175

○ ○ ○ 18

29

定期考査 ○

定期考査 ○ ○ 1

○ 29

○ 41

○ ○ 32

配当
時数

自然の事物、現象についての基本的な概念や法則を身に付ける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

生命現象や、自然の事物・現象に対して積極的に関わ
り、それらに対する気付きから仮説を立て、自ら課題
解決を図ろうとする。生命を尊重し、自然環境の保全
に努めようとする。

【学びに向かう力、人間性等】

生命現象や、自然の事物・現象について基本的な概念
や原理・法則を理解するとともに、観察、実験などに
関する基本的な技能が身に付いている。

生命現象や、自然の事物・現象について疑問に思った
ことを、他者と共有する中で、新たな発見や課題を見
つけ、それに対して探究することができる。

○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

３
学
期

植物の成長と環境応答
　・植物と環境について、理解する。
　・植物の一生と植物ホルモンについ
　　て、理解する。

植物の成長と環境応答
　・植物と環境
　・植物の一生と植物ホルモン

【知識・技能】
　・植物の成長や反応に植物ホルモンが関わること
を
　　理解している。
【思考・判断・表現】
　・ダイコンの芽生えがリンゴの果実から受ける影
響
　　について仮説を設定し、実験結果をもとに仮説
を
　　検証することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・前向きに授業に取り組み、家庭でも学習に取り

○ ○

２
学
期

遺伝情報とその発現
　・DNAの複製について、理解する。
　・遺伝子の発現について、理解する。
遺伝子の発現調節と発生
　・遺伝子の発現調節について、理解す
　　る。
　・発生と遺伝子の発現調節について、
　　理解する。

遺伝情報とその発現
　・DNAの複製
　・遺伝子の発現
遺伝子の発現調節と発生
　・遺伝子の発現調節
　・発生と遺伝子の発現調節

【知識・技能】
　・DNAの複製のしくみを理解している。
　・転写の調節をタンパク質と関連付けて理解して
い
　　る。
【思考・判断・表現】
　・遺伝子の発現が調整されることで、胚の領域ご
と
　　に異なる遺伝子が発現することについて、考察
す
　　ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・前向きに授業に取り組み、家庭でも学習に取り

○ ○

定期考査 ○ ○

生態系のしくみと人間の関わり
　・個体群と生物群集について、理解す
　　る。
　・生態系の物質生産と消費について、
　　理解する。
　・生態系と人間生活について、理解す
　　る。

生態系のしくみと人間の関わり
　・個体群と生物群集
　・生態系の物質生産と消費
　・生態系と人間生活

【知識・技能】
　・個体群が維持されるしくみや個体間の関係性を
理
　　解している。
【思考・判断・表現】
　・個体群の変動に影響を与える要因を見いだし、
仮
　　説を設定することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・前向きに授業に取り組み、家庭でも学習に取り
組

遺伝子を扱う技術とその応用
　・遺伝子を扱う技術について、理解す
　　る。
　・遺伝子を扱う技術の応用について、
　　理解する。
動物の反応と行動
　・刺激の受容と反応について、理解す
　　る。
　・動物の行動について、理解する。

遺伝子を扱う技術とその応用
　・遺伝子を扱う技術
　・遺伝子を扱う技術の応用
動物の反応と行動
　・刺激の受容と反応
　・動物の行動

【知識・技能】
　・遺伝子を扱う技術の原理と有効性を理解してい
　　る。
【思考・判断・表現】
　・細胞への遺伝子導入について、考察することが
で
　　きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・前向きに授業に取り組み、家庭でも学習に取り
組

○

1

１
学
期

生物の進化
　・生命の起源と細胞の進化について、
　　理解する。
　・遺伝子の変化と遺伝子の組み合わせ
　　の変化について、理解する。
　・進化のしくみについて、理解する。
生物の系統と進化
　・生物の系統について、理解する。
　・人類の系統と進化について、理解す
　　る。

生物の進化
　・生命の起源と細胞の進化
　・遺伝子の変化と遺伝子の組み合わせ
　　の変化
　・進化のしくみ
生物の系統と進化
　・生物の系統
　・人類の系統と進化

【知識・技能】
　・生物の進化を地球環境の変化と関連付けて理解
し
　　ている。
　・生物の系統と塩基配列やアミノ酸配列との関係
　　を理解している。
【思考・判断・表現】
　・生物の進化と地球環境の変化との関連に気付く
こ
　　とができる。
　・アミノ酸配列の違いにもとづいて生物の系統関
係
　　を推定することができることに、気付くことが
で
　　きる。

○ ○ ○ 21

1

細胞と分子
　・生物物質と細胞について、理解す
　　る。
　・タンパク質の構造と性質について、
　　理解する。
　・生命現象とタンパク質について、理
　　解する。
代謝
　・代謝とエネルギーについて、理解す
　　る。
　・炭酸同化について、理解する。
　・異化について、理解する。

○

細胞と分子
　・生物物質と細胞
　・タンパク質の構造と性質
　・生命現象とタンパク質
代謝
　・代謝とエネルギー
　・炭酸同化
　・異化

【知識・技能】
　・細胞を構成する物質を細胞の機能と関連付けて
　　理解している。
【思考・判断・表現】
　・外的条件が酵素に与える影響を検証する検証計
画
　　を立案することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・前向きに授業に取り組み、家庭でも学習に取り
組
　　むことができる。

○ ○

○

定期考査

理科 生物

（　遊佐　　　） （　組：　　　　）

理科 生物 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

第一学習社

理科

簡単な自然の現象に対して仮説を立てることができる。

グループワークや実験において積極的に取り組むことができる。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

１
学
期

２
学
期

・デッサン用具の知識
・水張りの技能
・構図の取り方
・パースについて
・ハッチング
・鉛筆による濃淡表現について
・デスケールの使い方

〇

C 単元　ドライポイントプレートを使っ
た凹版画
【知識及び技能】
版画（基本四版種）について、ドライ
ポイントプレートの制作技法、銅版画
プレス機の使い方など
【思考力、判断力、表現力等】
テーマの設定と作品の表現力、デッ
サンの応用として学んだことを生かす
ことができているか。
【学びに向かう力、人間性等】
生徒同士が互いに協力して制作（特
に刷り）するとともに、課題に粘り強く
取り組み、自己のスキルアップに励
むことができる。

・版画の知識（基本四版種）
・作品のテーマと視点
・ドライポイントプレートの使い方
・版画用紙と紙の湿し方
・銅版画プレス機の使い方
・作品の乾燥と現代版画におけるサ
インの入れ方

〇

B 単元　石膏デッサン
指導目標は、上記に同じ

A 単元　静物デッサン①
【知識及び技能】
デッサン用具の知識、水張りの技
能、構図、パース、デッサン技術の
向上
【思考力、判断力、表現力等】
複数のモチーフを用い、モチーフ同
士を相対的に捉え、部分と全体の関
係性を考えて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフのセットなど、生徒同士が
互いに協力して授業の準備をすると
ともに、課題に粘り強く取り組み、
自己のスキルアップに励むことがで
きる。

【知識及び技能】
鉛筆の使い方、水張りの技術、構図の良し悪
し、パースを正しく表現できているか、形体
表現
【思考力、判断力、表現力等】
部分と全体の関係を適切に捉えているか。
空気遠近法
【学びに向かう力、人間性等】
モチーフのセットなど、他の生徒と協力して
授業の準備・片付けができているか。課題に
粘り強く取り組み、自己のスキルアップに励
んでいるか。

○ ○ ○ 26

【知識及び技能】
デッサンで学んだハッチング技法を生かして
版作りができているか。
【思考力、判断力、表現力等】
テーマの設定が適切か。作品が魅力的に表現
できているか。
【学びに向かう力、人間性等】
銅版画プレス機の使用など、他の生徒と協力
して授業に取り組むことができているか。課
題に粘り強く取り組み、自己のスキルアップ
に励んでいるか。

〇 〇 〇 28

１学期と同じ

吉田　早希

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

デッサンの見方と技術を難度の高い課題を通じて
専門的な見地から学び、制作に生かすことができ
る。また、デッサンで学んだハッチング等の技術
を凹版画に生かすことができる。

与えられた課題に対して、学んだ知識と技術を基
に、考えを深め、課題に応じてテーマや素材を選
び、美的且つ効果的に工夫して表現することができ
る。

高校生の美術１　日本文教出版

芸術

課題についての考えを深めて作品のテーマや素材を選び、美的且つ効果的に表現できる。

自他の作品の違いや長所を認めるとともに、他者と協力しながら授業に臨み、制作に粘り強く取り組むことができる。

素描基礎

思 態知

【 知　識　及　び　技　能 】

芸術 素描基礎 2

16

１学期と同じ

〇

合
計

70

これまでの知識・技術を難度の高い課題に応用するとともに、新しい知識・技能を習得し、作品に生かすことができる。

素描基礎芸術

〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

他者と協力することも含め、主体的に授業に取
り組み、美術の授業を通して他者と自己の違い
や互いの長所を認め合うとともに、粘り強く制
作に取り組むことができる。

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

D 単元　静物デッサン②
指導目標は、単元Aと同じ

１学期と同じ

〇

３
学
期

E 単元　石膏デッサン②
指導目標は、単元Bと同じ

１学期と同じ

〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組 選択者

教科担当者： 保坂　悠紀

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

音楽を形作っている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受し
たこととの関りについて考え、どのように表すかについて表現意図をもったり、音楽を評価しながらよさや
美しさを味わって聴くことができる。

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 芸術 保育と音楽
芸術 保育と音楽 2

なし

芸術 音楽

【 知識及び技能 】
創意工夫等を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作、などで表現するこ
とができる。
曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性等について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

鑑
賞

評価規準

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組むことができる。

保育と音楽

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

創意工夫等を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作、など
で表現することができる。
曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性等について理解す
る。

音楽を形作っている要素や要素同士の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関りについて考え、ど
のように表すかについて表現意図をもったり、
音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴
くことができる。

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的・協
働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組むこと
ができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

B 器楽≪ピアノ≫
個々の習熟度に応じたピアノ教則本
「バイエル」「ブルグミュラー」等
【知識及び技能】
①ピアノの奏法について理解する。
②創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい奏
法等の技能を身に付け、器楽で表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、どのように表現するかについて
表現意図をもち、表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をも
ち、主体的協働的に器楽の学習活動
に取り組む。

・ピアノの基本的な奏法
・音階練習
・指の練習
・実技テスト
・授業内発表会

〇

【ガイダンス】
授業内ルールの確認

・授業の流れを理解させる
・評価の仕方を理解させる 1

知 思 態

配
当
時
数

・話をしっかりと聞けたか

○ 10

A 歌唱≪童謡≫
「そうざん」「やぎさんゆうびん」
「めだかの学校」「どんぐりころこ
ろ」等
①創意工夫等を生かした音楽表現を
するために必要な技能を身に付け、
歌唱、器楽、創作、などで表現す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　①音色や旋律を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関りについて考
え、どのように歌うかについて表現
意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
　①正しい発声方法を身に付けて表
現を創意工夫することに関心をも
ち、主体的・協働的に取り組む。

・発声練習
・歌唱
・歌詞の内容と表現
・歌唱テスト

○ ○

〇

【知識・技能】
①創意工夫等を生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創
作、などで表現している。
　
【思考・判断・表現】
①音色や旋律を知覚し、それらの働きを感受
しながら、知覚したことと感受したこととの
関りについて考え、どのように歌うかについ
て表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①正しい発声方法を身に付けて表現を創意工
夫することに関心をもち、主体的・協働的に
取り組んでいる。

○ ○

【知識・技能】
①ピアノの奏法について理解している。
②創意工夫を生かした器楽表現をするために
必要な、曲にふさわしい奏法等の技能を身に
付け、器楽で表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、どのように表現
するかている。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をもち、主体的
協働的に器楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇 20

○ 10

A 歌唱≪外国語歌曲≫
①創意工夫等を生かした音楽表現を
するために必要な技能を身に付け、
歌唱、器楽、創作、などで表現す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　①音色や旋律を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関りについて考
え、どのように歌うかについて表現
意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
　①正しい発声方法を身に付けて表
現を創意工夫することに関心をも
ち、主体的・協働的に取り組む。

・発声練習
・発音練習
・歌唱
・歌詞の内容と表現
・歌唱テスト

○ ○

【知識・技能】
①創意工夫等を生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創
作、などで表現している。
　
【思考・判断・表現】
①音色や旋律を知覚し、それらの働きを感受
しながら、知覚したことと感受したこととの
関りについて考え、どのように歌うかについ
て表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①正しい発声方法を身に付けて表現を創意工
夫することに関心をもち、主体的・協働的に
取り組んでいる。

○ ○



A ミュージックベル
【知識及び技能】
①ミュージックベルの構造や奏法に
ついて理解することができる。
②創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい奏
法等の技能を身に付け、器楽で表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したことと
の関りについて考え、どのように表
現するかについて表現意図をもち、
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①ミュージックベルやミュージック
ベル音楽に関心をもち、主体的協働
的に取り組む。
②アンサンブルの演奏をすることに
関心をもち、主体的・協働的に器楽
の活動に取り組む。

・ミュージックベルの基本的な奏
法
・英語音名、イタリア語音名
・グループ決め、担当決め
・ミュージックベル用楽譜作り
・グループ練習
・グループ発表・鑑賞

〇

20

２
・
３
学
期

B 器楽≪ピアノ≫
個々の習熟度に応じたピアノ教則本
「バイエル」「ブルグミュラー」等
【知識及び技能】
①ピアノの奏法について理解する。
②創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい奏
法等の技能を身に付け、器楽で表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、どのように表現するかについて
表現意図をもち、表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をも
ち、主体的協働的に器楽の学習活動
に取り組む。

・ピアノの基本的な奏法
・音階練習
・指の練習
・実技テスト
・授業内発表会

〇

〇

【知識及び技能】
①ミュージックベルの構造や奏法について理
解している。
②創意工夫を生かした器楽表現をするために
必要な、曲にふさわしい奏法等の技能を身に
付け、器楽で表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、知覚したことと
感受したこととの関りについて考え、どのよ
うに表現するかについて表現意図をもち、表
現することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
①ミュージックベルやミュージックベル音楽
に関心をもち、主体的協働的に取り組もうと
している。
②アンサンブルの演奏をすることに関心をも
ち、主体的・協働的に器楽の活動に取り組も
うとしている。

〇 〇

〇

〇 8

【知識・技能】
①ピアノの奏法について理解している。
②創意工夫を生かした器楽表現をするために
必要な、曲にふさわしい奏法等の技能を身に
付け、器楽で表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、どのように表現
するかている。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をもち、主体的
協働的に器楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（自選　硬筆） 教科8  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

（　1組：青山　　　　）（　２組：青山　　　　）（　３組：青山　　　　）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

硬筆の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに理解を深められているか。

硬筆作品や書の文化の意味や価値を考え、字形の美
を深く捉えたりすることが出来きているか。

教育出版　高校硬筆の教科書

自選　硬筆

硬筆作品や書の文化の意味や価値を考え、字形の美を深く捉えたりすることが出来るようにすること。

硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊かな生活や社会を創造していく態度を養うこと。

硬筆

思 態

（　４組：青山　　　　）（　５組：青山　　　　）

書道 硬筆 2

（　６,7組：青山　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養えているか。

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性な
どについて幅広く理解するとともに
理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を
考え、字形の美を深く捉えたりする
ことが出来るようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊か
な生活や社会を創造していく態度を
養うこと。

漢字　楷書の硬筆

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに理解を深められて
いるか。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を考え、字
形の美を深く捉えたりすることが出来きてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養えているか。

○ 5

【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに理解を深められて
いるか。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を考え、字
形の美を深く捉えたりすることが出来きてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養えているか。

○ ○ ○ 5

○ ○

○

5

合
計

25

C 単元
【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性な
どについて幅広く理解するとともに
理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を
考え、字形の美を深く捉えたりする
ことが出来るようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊か
な生活や社会を創造していく態度を
養うこと。

〇 〇

【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに理解を深められて
いるか。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を考え、字
形の美を深く捉えたりすることが出来きてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養えているか。

○ ○○ 10

B 単元
【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性な
どについて幅広く理解するとともに
理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を
考え、字形の美を深く捉えたりする
ことが出来るようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊か
な生活や社会を創造していく態度を
養うこと。

漢字　行書の硬筆

〇

硬筆自選　硬筆

D 単元
【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性な
どについて幅広く理解するとともに
理解を深めること。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を
考え、字形の美を深く捉えたりする
ことが出来るようにすること。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊か
な生活や社会を創造していく態度を
養うこと。

２
学
期

ひらがなの硬筆
カタカナの硬筆

漢字仮名交じりの硬筆。

〇 〇 〇
３
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】硬筆の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに理解を深めること。

○○〇

【知識及び技能】
硬筆の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに理解を深められて
いるか。
【思考力、判断力、表現力等】
硬筆作品や書の文化の意味や価値を考え、字
形の美を深く捉えたりすることが出来きてい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
硬筆を親しみ、硬筆を通じて心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養えているか。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：及川

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

［知識］外国の事情や文化の説明で使用される英語の語彙
や文法、慣用表現を理解している。
［技能］外国の事情や文化について、その情報や考え、気
持ちなどを伝え合う技能を身につけている。

外国の事情や文化、あるいは日本文化についての情報や考え、
気持ちなどを敬意と好奇心を持って、伝え合おうとしている。

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

外国語（英語） 総合英語Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

定期考査

○

○

定期考査

○

思

○

○

態

○

○ ○

○

○

○

1

○ ○ ○

○

外国の事情や文化について、その情報や考え、気持ちなどを伝え合う技能を身につける。

○

○

外国の事情や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮しな
がら、主体的、自律的に英語を用いて伝え合おうとしてい
る。

Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard、
「Welcome to Tokyo」Life in
Tokyo
【知識及び技能】［知識］外国の事
情や文化の説明で使用される英語の
語彙や文法、慣用表現を理解する。
［技能］外国の事情や文化につい
て、その情報や考え、気持ちなどを
伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】外国
の事情や文化、あるいは日本文化に
ついての情報や考え、気持ちなどを
敬意と好奇心を持って、伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】外国
の事情や文化に対する理解を深め、
聞き手に配慮しながら、主体的、自
律的に英語を用いて伝え合う。

［題材内容］Topic1 Ramen
Topic2 Train and Subway Systems
Topic3 Etiquette in Japan
［言語材料］海外の高校の生徒に
自己紹介動画を送り、コミュニ
ケーションをとる
［言語の働き］説明する，理由を
述べる，紹介する，発表する
・教材　「Welcome to Tokyo」
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語（英語）

6

1

5

○

○

○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】［知識］外国の事情や文
化の説明で使用される英語の語彙や文法、
慣用表現を理解している。［技能］外国の
事情や文化について、その情報や考え、気
持ちなどを伝え合う技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】外国の事情
や文化、あるいは日本文化についての情報
や考え、気持ちなどを敬意と好奇心を持っ
て、伝え合おうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】外国の事情
や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮
しながら、主体的、自律的に英語を用いて
伝え合おうとしている。

【知識及び技能】［知識］外国の事情や文
化の説明で使用される英語の語彙や文法、
慣用表現を理解している。［技能］外国の
事情や文化について、その情報や考え、気
持ちなどを伝え合う技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】外国の事情
や文化、あるいは日本文化についての情報
や考え、気持ちなどを敬意と好奇心を持っ
て、伝え合おうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】外国の事情
や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮
しながら、主体的、自律的に英語を用いて
伝え合おうとしている。

配

当

時

数

Vision Quest English Logic and Expression Ⅰ Standard、「Welcome to Tokyo」

総合英語Ⅱ

外国語（英語）

外国の事情や文化、あるいは日本文化についての情報や考え、気持ちなどを敬意と好奇心を持って、伝え合おうとしている。

外国の事情や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮しながら、主体的、自律的に英語を用いて伝え合おうとしている。

総合英語Ⅱ

Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard、
「Welcome to Tokyo」Traditions
and Culture
【知識及び技能】［知識］外国の事
情や文化の説明で使用される英語の
語彙や文法、慣用表現を理解する。
［技能］外国の事情や文化につい
て、その情報や考え、気持ちなどを
伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】外国
の事情や文化、あるいは日本文化に
ついての情報や考え、気持ちなどを
敬意と好奇心を持って、伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】外国
の事情や文化に対する理解を深め、
聞き手に配慮しながら、主体的、自
律的に英語を用いて伝え合う。

［題材内容］Topic4 Edo-komon
Topic5 Rakugo
Topic6 Somei-yoshino
［言語材料］海外の高校の生徒に
日本文化を紹介する動画を送り、
コミュニケーションをとる
日本の伝統文化を実際に体験する
［言語の働き］説明する，理由を
述べる，紹介する，発表する
・教材　「Welcome to Tokyo」
・一人１台端末の活用　等

【 知　識　及　び　技　能 】

２
学
期

Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard、
「Welcome to Tokyo」Nature and
Environment
【知識及び技能】［知識］外国の事
情や文化の説明で使用される英語の
語彙や文法、慣用表現を理解する。
［技能］外国の事情や文化につい
て、その情報や考え、気持ちなどを
伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】外国
の事情や文化、あるいは日本文化に
ついての情報や考え、気持ちなどを
敬意と好奇心を持って、伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】外国
の事情や文化に対する理解を深め、
聞き手に配慮しながら、主体的、自
律的に英語を用いて伝え合う。

［題材内容］Topic7 Greener
Tokyo
Topic8 Preparing for
Earthquakes
Topic9 The Ogasawara Islands
［言語材料］海外の高校の生徒に
自分が好きなものについての動画
を送り、コミュニケーションをと
る
［言語の働き］説明する，理由を
述べる，紹介する，発表する
・教材　「Welcome to Tokyo」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】［知識］外国の事情や文
化の説明で使用される英語の語彙や文法、
慣用表現を理解している。［技能］外国の
事情や文化について、その情報や考え、気
持ちなどを伝え合う技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】外国の事情
や文化、あるいは日本文化についての情報
や考え、気持ちなどを敬意と好奇心を持っ
て、伝え合おうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】外国の事情
や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮
しながら、主体的、自律的に英語を用いて
伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ 1○

5

Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard、
「Welcome to Tokyo」Science and
Technology
【知識及び技能】［知識］外国の事
情や文化の説明で使用される英語の
語彙や文法、慣用表現を理解する。
［技能］外国の事情や文化につい
て、その情報や考え、気持ちなどを
伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】外国
の事情や文化、あるいは日本文化に
ついての情報や考え、気持ちなどを
敬意と好奇心を持って、伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】外国
の事情や文化に対する理解を深め、
聞き手に配慮しながら、主体的、自
律的に英語を用いて伝え合う。

［題材内容］Topic10 Small
Factories
Topic11 Eco-friendly Living
Topic12 Advancing Technology
and Changing Lifestyles
［言語材料］海外の高校の生徒に
お互いの国の印象を送り、コミュ
ニケーションをとる
ホリデーギフトと手紙を郵送す
る。
［言語の働き］説明する，理由を
述べる，紹介する，発表する
・教材　「Welcome to Tokyo」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】［知識］外国の事情や文
化の説明で使用される英語の語彙や文法、
慣用表現を理解している。［技能］外国の
事情や文化について、その情報や考え、気
持ちなどを伝え合う技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】外国の事情
や文化、あるいは日本文化についての情報
や考え、気持ちなどを敬意と好奇心を持っ
て、伝え合おうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】外国の事情
や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮
しながら、主体的、自律的に英語を用いて
伝え合おうとしている。

○ ○

1
定期考査

○



合
計

31

定期考査

３
学
期

Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard、
「Welcome to Tokyo」History of
Tokyo
【知識及び技能】［知識］外国の事
情や文化の説明で使用される英語の
語彙や文法、慣用表現を理解する。
［技能］外国の事情や文化につい
て、その情報や考え、気持ちなどを
伝え合う技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】外国
の事情や文化、あるいは日本文化に
ついての情報や考え、気持ちなどを
敬意と好奇心を持って、伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】外国
の事情や文化に対する理解を深め、
聞き手に配慮しながら、主体的、自
律的に英語を用いて伝え合う。

［題材内容］Topic13 From Edo to
Tokyo
Topic14 Historical Architecture
［言語材料］ホリデーギフトのお
礼の手紙を書く
国際化社会の中、偏見を持たずに
お互いの価値観の違いに気づいて
認め合うためにどんなことに気を
つけたらいいかを考え、グループ
で発表する
海外の高校にむけて、お別れメッ
セージを投稿する
［言語の働き］説明する，理由を
述べる，紹介する，発表する
・教材　「Welcome to Tokyo」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○○ ○

○○ ○

【知識及び技能】［知識］外国の事情や文
化の説明で使用される英語の語彙や文法、
慣用表現を理解している。［技能］外国の
事情や文化について、その情報や考え、気
持ちなどを伝え合う技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】外国の事情
や文化、あるいは日本文化についての情報
や考え、気持ちなどを敬意と好奇心を持っ
て、伝え合おうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】外国の事情
や文化に対する理解を深め、聞き手に配慮
しながら、主体的、自律的に英語を用いて
伝え合おうとしている。

○ ○

1

3



年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

小守　友里恵

家庭 保育基礎
家庭 保育基礎 2

保育基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　保育の意義や方法，子どもの発達や生活の特
徴及び子供の福祉と文化などについて体系的・
系統的に理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。

　子どもを取り巻く課題を発見し，保育を担う
職業人として合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

　子どもの健やかな発達を目指して学び，保育
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

保育基礎　ようこそ、ともに育ち合う保育の世界へ　教育図書

家庭

１
学
期

保育の意義
【知識及び技能】
　子どもの人格形成における保育の
重要性を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の将来における子どもへのか
かわりについて、職業や、かかわる
内容などを具体的に考えられる。
【学びに向かう力、人間性等】
　子どもにかかわる職業について関
心をもち、自身が希望する職業に就
くために必要なことを調べるなど、
情報を収集・整理しようとしてい
る。

・保育には、子どもの生涯の人格
形成の基礎を培う重要な意義があ
ることを理解する。
・保育者のあるべき姿とはどのよ
うなものかを考える。

【知識・技能】
　子どもの人格形成における保育の重要性を
理解している。
【思考・判断・表現】
　自分の将来における子どもへのかかわりに
ついて、職業や、かかわる内容などを具体的
に考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　子どもにかかわる職業について関心をも
ち、自身が希望する職業に就くために必要な
ことを調べるなど、情報を収集・整理しよう
としている。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

保育の環境
【知識及び技能】
　・家庭での養育と集団保育の役割
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　現在の子育て家庭が集団保育に求
めていることについて、子育て環境
の変化などと関連させながら具体的
に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な保育・教育施設について関
心をもち、ホームページからその特
色を調べるなど自ら情報を収集しよ
うとしている。

・家庭及び幼稚園、保育所や認定
こども園について、それぞれの養
育・保育環境の特徴や役割を理解
する。
・現代の子どもや子育て家庭を取
り巻く環境の問題、多様な保育の
ニーズに関する課題を知り、子ど
もの健やかな発達のための適切な
保育環境について考える。

【知識・技能】
　家庭での養育と集団保育の役割を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　現在の子育て家庭が集団保育に求めている
ことについて、子育て環境の変化などと関連
させながら具体的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な保育・教育施設について関心をも
ち、ホームページからその特色を調べるなど
自ら情報を収集しようとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

定期考査
○ ○

3

子どもの発達の特性
【知識及び技能】
　子どもの発達の共通性・個別性に
ついて理解している
【思考力、判断力、表現力等】
　母子健康手帳などの資料を見なが
ら、発達の各側面が相互に関連し
合っていることを読み取り、具体的
に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　子どもの発達の共通性・個別性に
ついて理解しようとしている。

・ライフステージにおける乳幼児
期の位置づけを確認し、生涯発達
のために乳幼児期が大切であるこ
とを理解する。
・発達には順序性・連続性・方向
性・相互性という一定の共通性が
ある一方で、個人差が大きいこと
を理解する。
・子どもが主体的に環境にはたら
きかけ、発達していくために、保
育者などが応答的にかかわること
が大切であることを理解する。

【知識・技能】
　子どもの発達の共通性・個別性について理
解している
【思考・判断・表現】
　母子健康手帳などの資料を見ながら、発達
の各側面が相互に関連し合っていることを読
み取り、具体的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　子どもの発達の共通性・個別性について理
解しようとしている。

○ ○ ○

・乳幼児に適した被服の素材・型
を知り，適切な被服計画ができる
ようになる。
・衣服の選択を間違えると、思わ
ぬ事故につながることがあると知
り、安全な衣生活について考える
ことができる。

【知識・技能】
　乳幼児の発達や生活の特徴から、適切な衣
服・寝具の状態について理解する。
【思考・判断・表現】
　子どもが快適で安全な衣生活を送るため
に、衣服選びや着せ方をどう工夫するべきか
など、自分の考えをまとめたり、発表したり

子どもの衣服と寝具
【知識及び技能】
　乳幼児の発達や生活の特徴から、
適切な衣服・寝具の状態について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　子どもが快適で安全な衣生活を送

【 知　識　及　び　技　能 】 人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営む為に必要な基礎的知識の理解を
深める共に、それらに係る技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、生涯を見通して課題を解決する
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地
域や社会での生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

1

子どもの健康と生活
【知識及び技能】
　子どもの養護の必要性について理
解し、その発達段階に応じた適切な
養護や生活援助のための技術を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生活習慣を題材にした絵本を選ぶ
活動などを通じ、生活習慣の習得を
促すための、保育者としての具体的
なかかわり方などを考察し、工夫す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　発達段階に応じた適切な養護や生
活援助のための技術を身につけよう
としている。

・保育所保育指針などを取り上げ
ながら養護の必要性・目的を理解
し，発達の段階に応じた適切な養
護の方法を知る。
・子どもを安全に養護するための
ポイントや、注意点について知
る。
・基本的生活習慣と社会的生活習
慣の違いを理解し、 その具体的な
内容について知る。

【知識・技能】
　子どもの養護の必要性について理解し、そ
の発達段階に応じた適切な養護や生活援助の
ための技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
　生活習慣を題材にした絵本を選ぶ活動など
を通じ、生活習慣の習得を促すための、保育
者としての具体的なかかわり方などを考察
し、工夫することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　発達段階に応じた適切な養護や生活援助の
ための技術を身につけようとしている。

○ ○ ○ 3



３
学
期

子どもの食事
【知識及び技能】
　乳幼児期の食生活の特徴や、発達
に必要なエネルギー・栄養素などに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代の子どもの食生活の変化につ
いて、健康や生活習慣に関する課題
を見つけ、自分の考えをまとめた
り、発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　調理に関心をもち、調理実習に積
極的に参加している。

・子どもの栄養と食生活の特徴を
知り，必要なエネルギーと栄養素
について理解する。
・食事が生活習慣の確立や心の発
達に重要な役割をもつことを認識
する。

【知識・技能】
　乳幼児期の食生活の特徴や、発達に必要な
エネルギー・栄養素などについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　現代の子どもの食生活の変化について、健
康や生活習慣に関する課題を見つけ、自分の
考えをまとめたり、発表したりすることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　調理に関心をもち、調理実習に積極的に参
加している。

○ ○

ことができる。
・適切な寝具やおむつの使い方な
どを理解する。

など、自分の考えをまとめたり、発表したり
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　子どもの着替えやおむつ替えなどをする際
にどのようにかかわるかなど、自分が保育者
や親になったときを想像し、自分ごととして
捉えようとしている。

○ ○

　子どもが快適で安全な衣生活を送
るために、衣服選びや着せ方をどう
工夫するべきかなど、自分の考えを
まとめたり、発表したりすることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　子どもの着替えやおむつ替えなど
をする際にどのようにかかわるかな
ど、自分が保育者や親になったとき
を想像し、自分ごととして捉えよう
としている。

20

定期考査

○ 1

合計

○ 2

○ 3

○ ○ 1

２
学
期

子どもの健康と安全
【知識及び技能】
　子どもの健康が免疫力や衛生環境
など多様な要因から影響を受けやす
く、健康を守る上での保育者の役割
が重要であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　子どもの目線を体験する活動など
を通して、家庭や保育施設における
安全性についての課題を見出し、子
どもを危険から守るための具体的な
方法を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　健康を守る上での保育者の役割が
重要であることを理解しようとして
いる。

・子どもの健康を守るための保育
者の役割を理解し， 健康状態の観
察方法を知る。
・子ども特有の病気について知
り、予防接種の大切さを理解す
る。また、病気の際に落ち着いて
対処するための知識を得る。
・子どもの健康を守るために、社
会がどのようなサポートを行って
いるかを知る。

【知識・技能】
　子どもの健康が免疫力や衛生環境など多様
な要因から影響を受けやすく、健康を守る上
での保育者の役割が重要であることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　子どもの目線を体験する活動などを通し
て、家庭や保育施設における安全性について
の課題を見出し、子どもを危険から守るため
の具体的な方法を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　健康を守る上での保育者の役割が重要であ
ることを理解しようとしている。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

フードデザイン　実教出版

家庭

小守　友里恵

家庭 フードデザイン

家庭 フードデザイン 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

フードデザイン

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

栄養，食品，献立，調理，テーブルコーディ
ネートなど，フードデザインに必要な要素を相
互に関連付けて理解し，実践できる技術を習得
している。

多面的に食生活の現状を捉えて思考を深め，食
生活の充実向上を目指して自ら課題を発見する
とともに，家庭や地域の実情に合わせてより豊
かな食生活を創造することによって，課題を解
決できる。

人々の健康の保持増進と健全な食生活の実現を
図るために，進んで学ぶ姿勢を持ちつつ，食材
を適切に選択し作るところから食べるところま
でを総合的に捉えて，主体的に計画・実践する
ことができる。

2

１節　献立作成
【知識及び技能】
　食事のテーマに応じた献立成，食
　品材料の選択と調理など，一連の
　流れを計画し実践ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　具体的な食事テーマを設定し，そ
　の目的に応じた献立を考えること
　ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食事のテーマにふさわしい献立や
　食卓の整え方，周囲の環境づくり
　を行おうとする意欲・関心が感じ
　る。

・栄養バランス，年齢，性，目的
を考慮した食事の献立について，
要点が理解でき，日常食，行事食
など用途に適した献立が作成でき
る。

・これまで身につけた知識を調理
にいかし，手際よくつくることが
できるようにする。

【知識・技能】
　食事のテーマに応じた献立作成，食品材料
の
　選択と調理など，一連の流れを計画し実践
が
　できる。
【思考・判断・表現】
　具体的な食事テーマを設定し，その目的に
応
　じた献立を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　食事のテーマにふさわしい献立や食卓の整
え
　方，周囲の環境づくりを行おうとする意
欲・

○ ○ ○

態
配当
時数

１節　食品の特徴と性質
【知識及び技能】
　食品の特徴，調理上の性質及び調
　理による成分の変化についての知
　識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品の特性を図表などから科学的
　に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　食品の特徴や，調理操作によって
　変化する食品の成分に関心を持と
　うする。

・穀類，砂糖，大豆・豆製品，野
菜，果物，海藻類，魚介類，肉
類，卵，乳・乳製品，油脂，調味
料，香辛料等様々な食品につい
て，それぞれの特徴を把握させ
る。
　
・これらの食品について，調理上
の性質や加工品を理解し，食事計
画や調理にいかせる。

【知識・技能】
　食品の特徴，調理上の性質及び調理による
成
　分の変化についての知識を習得することが
で
　きる。
【思考・判断・表現】
　食品の特性を図表などから科学的に考察で
き
　る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　食品の特徴や，調理操作によって変化する
食

○ ○ ○ 8

・日本料理，西洋料理，中国料理
等それぞれの様式に応じた食卓構
成と作法について理解させる。

【知識・技能】
　様式別の食卓構成や食卓作法，供応に伴う
マ
　ナーを身につけることができる。
【思考・判断・表現】
　食器・盛りつけ・テーブルクロス・照明な
ど
　について，目的に応じた適切な選択がで
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日本料理，西洋料理，中国料理など代表的
な
　料理様式について，それぞれの特徴に関心
を
　持とうとしている。

○ ○ ○ 3

1

２
学
期

４節　食品の衛生と安全
【知識及び技能】
　食品の衛生と安全に関する基本的
　な知識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品について安全や衛生に配慮し
　た適切な判断ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食品の表示・衛生に関心を持とう
　としている。

・食中毒や衛生についての知識を
深め，衛生と安全に配慮した調理
ができるようにさせる。

・食品添加物の定義や種類につい
て把握させる。

【知識・技能】
　食品の衛生と安全に関する基本的な知識を
身
　につけている。
【思考・判断・表現】
　食品について安全や衛生に配慮した適切な
判
　断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　食品の表示・衛生に関心を持とうとしてい
　る。

○ ○ ○ 1

１節  料理様式と献立
【知識及び技能】
　様式別の食卓構成や食卓作法，供
　応に伴うマナーを身につけること
　ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　食器・盛りつけ・テーブルクロ
　ス・照明などについて，目的に応
　じた適切な選択ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　日本料理，西洋料理，中国料理な
　ど代表的な料理様式について，そ
　れぞれの特徴に関心を持とうとし
　ている。

定期考査・実技テスト
○ ○

１
学
期

【知識・技能】
　食事のテーマに応じた献立作成，食品材料
の
　選択と調理，テーブルコーディネートと料
理
　のサービス方法など，一連の流れを計画し
実
　践ができる。

【 知　識　及　び　技　能 】 人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営む為に必要な基礎的知識の理解を
深める共に、それらに係る技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、生涯を見通して課題を解決する
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地
域や社会での生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

１節　献立作成
【知識及び技能】
　食事のテーマに応じた献立作成，
　食品材料の選択と調理，テーブル
　コーディネートと料理のサービス
　方法など，一連の流れを計画し実
　践ができる。
【思考力、判断力、表現力等】

・栄養バランス，年齢，性，目的
を考慮した食事の献立について，
要点が理解でき，日常食，行事食
など用途に適した献立が作成でき
る。

・これまで身につけた知識を調理
にいかし，手際よくつくることが



合計

３
学
期

１節　献立作成
【知識及び技能】
　食事のテーマに応じた献立作成，
　食品材料の選択と調理，テーブル
　コーディネートと料理のサービス
　方法など，一連の流れを計画し実
　践ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　具体的な食事テーマを設定し，そ
　の目的に応じた献立を考えること
　ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食事のテーマにふさわしい献立や
　食卓の整え方，周囲の環境づくり
　を行おうとする意欲・関心が感じ
　られる。

・栄養バランス，年齢，性，目的
を考慮した食事の献立について，
要点が理解でき，日常食，行事食
など用途に適した献立が作成でき
る。

・これまで身につけた知識を調理
にいかし，手際よくつくることが
できるようにする。

【知識・技能】
　食事のテーマに応じた献立作成，食品材料
の
　選択と調理，テーブルコーディネートと料
理
　のサービス方法など，一連の流れを計画し
実
　践ができる。
【思考・判断・表現】
　具体的な食事テーマを設定し，その目的に
応
　じた献立を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　食事のテーマにふさわしい献立や食卓の整
え
　方，周囲の環境づくりを行おうとする意
欲・

○ ○

　践ができる。
【思考・判断・表現】
　具体的な食事テーマを設定し，その目的に
応
　じた献立を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　食事のテーマにふさわしい献立や食卓の整
え
　方，周囲の環境づくりを行おうとする意
欲・
　関心が感じられる。

○ ○ ○ 4

23

定期考査・実技テスト
○ ○ 1

【思考力、判断力、表現力等】
　具体的な食事テーマを設定し，そ
　の目的に応じた献立を考えること
　ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食事のテーマにふさわしい献立や
　食卓の整え方，周囲の環境づくり
　を行おうとする意欲・関心が感じ
　られる。

にいかし，手際よくつくることが
できるようにする。

○ 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者： （１組～７組：佐藤万治）

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 問題の発見・解決に向けての情報と情報技術を適切かつ効果的に活用できる資質・能力の育成

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 問題の発見・解決に向けての情報と情報技術を適切かつ効果的に活用できる資質・能力の育成

50

【知識及び技能】
情報をわかりやすく伝達するための文字や図
の表現の工夫、表やグラフ、配色の工夫な
ど、基本的な方法を理解した
作品制作の企画、準備、実施、評価、改善な
ど、流れについて理解した
実際に作品をコンピュータで作成することが
できた
【思考力、判断力、表現力等】
目的に沿って、情報を可視化したり配色を変
えて表現をしたりすることができた
情報伝達やコミュニケーションを促進するた
めに、情報デザインの工夫について、個人や
グループで検討することができた
イラストレーターソフトを用いて、適切かつ
効果的な作品を制作することができた
【学びに向かう力、人間性等】
説得力のある作品を制作するため、粘り強く
準備を進めた

２
・
３
学
期

第５章　メディアとデザイン
【知識及び技能】
情報をわかりやすく伝達するための
文字や図の表現の工夫、表やグラ
フ、配色の工夫など、基本的な方法
を理解している
作品制作の企画、準備、実施、評
価、改善など、制作過程について理
解している
実際に作品ををコンピュータで作成
することができる
【思考力、判断力、表現力等】
目的に沿って、情報を可視化したり
配色を変えて表現をしたりすること
ができる
情報伝達やコミュニケーションを促
進するために、情報デザインの工夫
について、個人やグループで検討す
ることができる
イラストレーターソフトを用いて、
適切かつ効果的な作品を制作するこ
とができる
【学びに向かう力、人間性等】
説得力のある作品を制作するため、
粘り強く準備を進める

・教科書および自作プリントを使
用
・スライド提示
〇プリント配布
〇パソコン（ＰＣ教室）使用

○ ○ ○

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】
表計算ソフトを用いて関数を使用した基本操
作ができた
表計算ソフトを用いてデータの並べ替え、抽
出ができる情報化が進展する社会の特質につ
いて理解した
グラフの種類や機能を理解し、表計算ソフト
を用いてデータをグラフ化することができた
【思考力、判断力、表現力等】
問題解決の目的や内容に適したデータを選択
して収集する力をつけた
問題解決の目的や条件にしたがって、表計算
ソフトの関数を適切に適用してデータ処理を
行うことができた
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決のため、表計算ソフトを用いて収集
した情報を処理したり、グラフで可視化した
りすることに興味を持った。また、データ分
析を粘り強く行うことができた

○ ○ ○

１
学
期

〇オリエンテーション・ＰＣ準備な
ど
【知識及び技能】
　授業のルール説明（ＩＤ管理な
ど）
【思考力、判断力、表現力等】
　ルールの必要性について考える
【学びに向かう力、人間性等】
　ＰＣに対する興味関心を高める第５章　問題解決とその方法
【知識及び技能】
表計算ソフトを用いて関数を使用し
た基本操作ができる
表計算ソフトを用いてデータの並べ
替え、抽出ができる情報化が進展す
る社会の特質について理解する
グラフの種類や機能を理解し、表計
算ソフトを用いてデータをグラフ化
することができる
【思考力、判断力、表現力等】
問題解決の目的や内容に適したデー
タを選択して収集する力がある
問題解決の目的や条件にしたがっ
て、表計算ソフトの関数を適切に適
用してデータ処理を行うことができ
る
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決のため、表計算ソフトを用
いて収集した情報を処理したり、グ
ラフで可視化したりすることに興味
を持っている。また、データ分析を
粘り強く行うことができる

科目「情報Ⅰ演習」と同様

配当
時数

○ ○ 2

単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】

情報と情報技術の問題の発見・解決に活用する
ための知識について理解し、技術を身につけて
いるとともに、情報化の進展する社会の特質お
よびそのような社会と人間の関わりについて理
解している。

情報社会との関わりについて考えながら、問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し、自ら評価し改善しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・教科書および自作プリントを使
用
・スライド提示
〇プリント配布
〇パソコン（ＰＣ教室）使用

・ＰＣ室端末について
・アカウントの説明
〇プリント配布

【知識・技能】
　授業のルールに適合したＰＣ等の運用がで
きた
【思考・判断・表現】
　ルールの必要性を理解し学習に取んだ
【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的にＰＣを活用できた

○

18

情報Ⅰ演習 2

合計

70

情報 情報Ⅰ演習

【思考力、判断力、表現力等】

事象を情報とその結びつきの視点から捉え、問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

最新情報Ⅰ／実教出版

情報

科目「情報Ⅰ演習」と同様

科目「情報Ⅰ演習」と同様

情報Ⅰ演習

【 知　識　及　び　技　能 】

情報


